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＜病棟連絡事項＞
	

	


・本日より患者様のインフルエンザワクチンの予防接種が開始となっています。11/8以降に入院された方は来週以降に順次予定を組みますので引き続きワクチンを希望するかどうか聞いてください。

＜患者様連絡事項＞
・上関　孝三様～喀血あり胸腹部CT施行し肺癌様の所見あり。アドナ静注の指示あり。また、タゾピペ3日分処方、内科薬再開、血糖測定とスライディングスケールは継続となる。

・松村　真衣様～不眠時薬、不穏時薬各5回分処方となる。不穏興奮状態となる事多く、小柳Dr報告し不穏時コントミンの指示と処方あり。

・小澤　和子様～不穏・不眠時薬7回分処方。

・下浅　光敬様～胃痛時7回分処方となる。

・矢羽々　栄三郎様～ヒューマリンR1本処方。

・前　克己様～主治医菅野Drとなる。ロラゼパム（0.5）2T、エビリファイ(3)1Tで7日分処方。

・北向　政美様～主治医小柳Dr、サポート医深澤Drとなる。ロラゼパム(0.5)2T、リスパダール内用液(1)2P　1日分処方。

・中居　伊佐男様～オイラックスクリーム1本処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。私物弄りや他室侵入あり介入するが制止出来ず早めに開放観察終了している。自室での不潔行為や自傷行為なし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。会話調の独語、妄想言動あるも粗暴性や過度な飲水要求なく過ごされている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中、他患者とのトラブルなく過ごす。不安・焦燥感、被害的言動訴えはない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・松村　真衣様～終日隔離中。各食1/2～全量摂取し内服拒否なし。頻回なドア蹴り・壁叩きあり9：35不穏時リスパダール内容液(1)1P服用。以後も断続的に同行為繰り返す。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・北向　政美様～終日隔離中。自室で殆どを臥床して過ごす。朝食、1/3昼食は眠気強く拒食。粗暴性や自傷行為、逸脱行為なく経過。

・青木　昭弘様～身体拘束中。自傷行為有り9：35不穏時リスパダール内容液(1)1P服用。以後も断続的に同行為繰り返す。拘束部位の循環障害なく経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・山本　嗣教様～体温37.1～37.2℃で経過。痰鳴あり適宜吸引施行。酸素飽和度の低下は無い。経管栄養もトラブル無く施行している。

[bookmark: _GoBack]・上関　孝三様～喀血があった為小柳Drへ報告し胸腹部CTの指示あり施行。内科医へ上申している。舩場Dr診察し左肺に大量の胸水貯留、肺門部から下肺野にかけて腫瘤のような結節形成の病変あり。確定ではないが肺癌であり、その影響による二次性肺炎→喀血の疑いであるとの事。バイタルサイン異常無し。食欲不振訴え朝食、昼食共に不食している。

＜金Dr診察情報＞
・水越　テル様～持参薬（当院処方）処方切れのため同内容にて14日分処方。

・東野　愛様～臨時薬同内容で7日分処方。インフルエンザワクチンは拒否しているため未実施。

・田中　文男様～臨時薬同内容で7日分処方。インフルエンザワクチン実施している。

